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AI等先進技術を活用した森林資源量推定技術の開発

背 景

成 果

期待される効果

資源量推定精度の向上と現場の省力化を両立し、持続可能な森林管理に貢献する。

重点研究 

森林資源を省力かつ高精度に把握するための手法が求められる一方、
現場で簡便に運用可能な調査方法は確立されていなかった。

１ ２ ３

電波圏外の森林でも正確な位置と地表高を
計測可能なドローン搭載機材を開発

高精度測位できる機材の開発

分担試験場：産業技術環境研究本部ものづくり支援センター
共同研究機関（協力機関）：北海道大学、(株)コア（ (株)ビィーシステム、(株)フォテク、 (株)nitay、森林海洋環境局成長産業課、道有林課、当別町、 芦別市）

スギ樹冠の範囲

カラマツ樹冠の範囲

開発AIで上空から人工林の樹冠（枝の広がり）
検出やサイズ計測が可能になった

ドローン本体

高精度測位機器

レーザー計測器

民間企業の製品に採用
（㈱ビィーシステム カタログより抜粋）

単木の計測ができるAIの開発 森林資源解析の実現

胸高直径（cm）

本
数

森林資源量推定で実用的な精度を達成

材積精度92％
本数精度80％

実測材積557㎥
推定材積514㎥
誤差率８％

森林を上から
撮影した画像

AI推定値

現地実測
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問い合わせ先：森林研究本部 企画調整部 普及グループ 電話：0126-63-4164


